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２ 市民アンケート調査結果 
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２ 市民アンケート調査 

（１）回答者の属性 

①居住地区 

 

 

 

 

 

 

 

 

②年齢 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）調査項目 

市民アンケートの調査項目は下記のとおり。 

調査項目 設問番号 

環境や環境に配慮する取り組みについて 設問１～設問４ 

環境保全につながる活動状況や認知度について 設問５～設問９ 

より良い環境をつくるために求めることについて 設問 10～設問 12 

市と協働した環境活動について 設問 13～設問 15 

回答者属性 居住地区、年齢 

自由回答 ― 

 

  

地域人口割合（令和元年度） 

市民の年齢の割合（平成 27 年度） 

資料；令和元年度横須賀市統計書 

本庁地区

13%

追浜地区

8%

田浦地区

5%

逸見地区

3%

衣笠地区

13%
大津地区

8%

浦賀地区

11%

久里浜

地区

15%

北下浦

地区

7%

西地区

9%

無回答

8%

10歳代

6% 20歳代

9% 30歳代

12%

40歳代

15%

50歳代

16%

60歳代

20%

70歳以上

20%

無回答

2%

10歳代

10%
20歳代

10%

30歳代

12%

40歳代

16%

50歳代

13%

60歳代

16%

70歳以上

23%

本庁地区

15% 追浜地区

8%

田浦地区

5%

逸見地区

3%
衣笠地区

15%大津地区

10%

浦賀地区

11%

久里浜

地区

13%

北下浦地区

9%

西地区

11%
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（３）集計結果 

■環境や環境に配慮する取り組みについて                                          

 

 

＜全体傾向＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

関心がある
42%

やや関心がある
46%

あまり関心がない
10%

関心がない
2%

n=928

【設問１】 あなたは環境や環境に配慮した取り組みに関心がありますか。（１つのみ） 

 「関心がある」、「やや関心がある」が 88％で最も大きい割合を占めており、アンケートに回答した多

くの市民が環境や環境に配慮した取り組みに関心を持っていることが伺える。 

 一方で 12％の市民は「あまり関心が無い」、「関心が無い」と回答している。 
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＜全体傾向＞ 

 

 

 

 

 

  

44%

35%

33%

29%

21%

12%

10%

9%

1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自然災害の防止、抑止

自然（海やみどり）の保全、活用

気候変動への適応、地球温暖化対策

（省エネルギーの推進、再生可能エネルギーの普及）

ごみの減量化、資源化、適正処理

生活環境（大気、水質等）の保全、改善

生物多様性（地球上の生き物たち

のつながり）の保全、活用

身近な公園の機能の充実

自然とふれあう機会や場の提供

その他

有効回答者数（n=799）に占める割合

【設問２】 設問１で「ア．関心がある」、「イ．やや関心がある」と答えた方にお尋ねします。 

あなたはどのようなことに関心がありますか。（２つまで） 

 最も関心が高かったのは「自然災害の防止、抑止」で 44％、次いで「自然の保全、活用」が

35％となっており、自然災害やそれを防ぐための整備について比較的関心が高いことが伺

える。 

 「身近な公園の機能の充実」「自然とふれある機会や場の提供」は割合が低くなっている。 
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＜全体傾向＞ 

 

 

 

 

 

 

＜その他の意見の例＞ 

 

 

 

 

 

 

79%

39%

35%

26%

32%

25%

24%

19%

8%

8%

16%

43%

39%

44%

37%

44%

43%

42%

35%

33%

4%

16%

22%

26%

22%

26%

25%

29%

38%

44%

2%

3%

4%

4%

9%

6%

7%

10%

19%

14%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

最近、気候の変化が顕著になっている

（大雨・猛暑等）

森や林などの自然のみどりがゆたかである

地元（横須賀）産のものを買ったり、

食べたりできる（地産地消）

公園や生垣、街路樹などの

身近なみどりがゆたかである

利用しやすい公園が身近にある

自然とふれあう場所・ふれあう機会がある

昆虫や魚、鳥などの生き物が多くみられる

悪臭、騒音、振動の心配がなく、

快適な生活環境である

ごみのポイ捨てなどがなく、

まちがきれいである

海辺や河川など、水辺の状態がよく、

きれいである

有効回答者数に占める割合

そう思う 少しそう思う あまりそう思わない そう思わない

・ポイ捨や犬のフンの未処理多い       ・石炭火力発電による空気汚染が心配 

・土砂崩れになりそうなところがある     ・海のごみが多い 

・街路樹や生垣の剪定がなされていない    ・自然が豊か 

(n=940) 

(n=934) 

(n=930) 

(n=938) 

(n=935) 

(n=934) 

(n=942) 

(n=940) 

(n=939) 

(n=935) 

【設問３】 身近な環境についてどのように感じていますか。（項目ごとに○印を１つ付けてください） 

 「最近、気温の変化が顕著になっている」は 95％の市民が「そう思う」、「少しそう思う」

と感じており、最も高い割合となっている。 

 ２番目以降の結果から、みどりの豊かさ、地産地消、自然とふれあう場や公園についての満

足度も高いことが伺える。 
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＜全体傾向＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

85%

83%

12%

5%

5%

2%

2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

豪雨や勢力の強い台風などの

異常な天候が多くなった

猛暑日や熱帯夜の日数が増えた

（気温の上昇）

熱中症になる人が増えた

桜の開花や紅葉の時期が変わった

身近で見ることができる動植物が変わった

植物の生育が悪くなった

その他

有効回答者数（n=928）に占める割合

【設問４】 気候や環境の変化による影響について、特に感じていることは何ですか。（２つまで） 

 「豪雨や勢力の強い台風などの異常な天候が多くなった」「猛暑日や熱帯夜の日数が増え

た」について 80％以上の市民が感じている。 
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■環境保全につながる活動状況や認知度について 

 

 

 

＜全体傾向＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

93%

70%

57%

53%

44%

36%

27%

17%

14%

12%

2%

6%

26%

41%

41%

51%

39%

54%

62%

54%

34%

16%

1%

4%

2%

6%

5%

26%

19%

20%

33%

54%

82%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ごみを分別して出す

エコバッグやマイボトルを持つ

食べ残しをしないなど、

食品ロスを減らす

油をそのまま流さない、

洗剤を使いすぎない

電気、ガス、水道などの

資源を無駄にしない

車の利用を控え、徒歩、自転車や

公共交通機関を利用する

省エネ家電など環境負荷の少ない

製品を購入・使用する

使い捨てのプラスチック製品の

使用を控える

エコマーク商品など、環境に

やさしい商品を選ぶ

地域での清掃等の環境活動に

参加する

環境についての講演会・学習会や

自然にふれあうイベントに参加する

有効回答者数に占める割合

いつも取り組んでいる 心がけているが毎回はできていない 取組んでいない

(n=957) 

(n=952) 

(n=944) 

(n=946) 

(n=945) 

(n=947) 

(n=953) 

(n=951) 

(n=951) 

(n=942) 

(n=952) 

【設問５ 】あなたは、日常生活の中で環境に配慮した以下の行動に取り組んでいますか。 

（項目ごとに○印を１つ付けてください） 

 「ごみを分別して出す」「エコバッグやマイボトルを持つ」「食べ残しをしないなど、食品ロスを減ら

す」「油をそのまま流さない、洗剤を使いすぎない」は 50％以上の市民がいつも取り組んでおり、比

較的取組が浸透していることが伺える。 

 一方で「環境についての講演会・学習会や自然にふれあうイベントに参加する」は 82％の市民が

取り組んでいないと回答している。 
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＜全体傾向＞ 

 

 

 

 

＜設問５と設問６のクロス集計＞ 

 

 

 

 

 

 

 

  

43%

30%

28%

12%

7%

5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

取り組むきっかけがないから

どのように取り組めばよいかわからないから

特に理由はない

お金がかかるから

取り組む必要性を感じないから

自分だけ取り組んでも仕方がないと思うから

有効回答者数（n=766）に占める割合

【設問６】設問５で 1 つでも「取り組んでいない」を選んだ方にお尋ねします。 

「取り組んでいない」主な理由は何ですか。（２つまで） 

 「取り組むきっかけがないから」が 43％で最も多くの割合を占め、次いで「どのように取り組めばよい

かわからないから」が 30％となっている。 

 「地域での清掃等の環境活動に参加する」、「エコマーク商品など、環境にやさしい商品を

選ぶ」、「環境についての講演会・学習会や自然にふれあうイベントに参加する」について

は、設問６の全体傾向と同様に「取り組むきっかけがないから」が取り組んでいない理由

として最も多い結果となった。 

 一方で「ごみを分別して出す」、「食べ残しをしないなど、食品ロスを減らす」について

は、「特に理由はない」という理由で取り組みが進んでおらず、取組の重要性や取り組むこ

とで得られる効果などについて理解が浸透していない可能性がある。 
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40%

16%

25%

21%

16%

19%

26%

20%

18%

14%

12%

20%

27%

13%

13%

4%

10%

11%

14%

11%

6%

7%

0%

32%

19%

26%

27%

32%

35%

31%

40%

44%

44%

0%

22%

13%

30%

29%

27%

31%

30%

30%

32%

30%

0%

5%

6%

6%

8%

7%

8%

5%

5%

6%

5%

60%

27%

56%

30%

35%

32%

31%

30%

31%

29%

28%

40%

19%

13%

17%

20%

23%

13%

19%

15%

15%

18%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ごみを分別して出す

エコバッグやマイボトルを持つ

食べ残しをしないなど、食品ロスを減らす

油をそのまま流さない、洗剤を使いすぎない

電気、ガス、水道などの資源を無駄にしない

車の利用を控え、徒歩、自転車や

公共交通機関を利用する

省エネ家電など環境負荷の

少ない製品を購入・使用する

使い捨てのプラスチック製品の使用を控える

エコマーク商品など、環境にやさしい商品を選ぶ

地域での清掃等の環境活動に参加する

環境についての講演会・学習会や

自然にふれあうイベントに参加する

有効回答者数に占める割合

お金がかかるから

取り組む必要性を感じな

いから

取り組むきっかけがないか

ら

どのように取り組めばよい

かわからないから

自分だけ取り組んでも仕

方がないと思うから

特に理由はない

その他

(n=5) 

(n=37) 

(n=16) 

(n=53)

(n=51)

(n=230)

(n=175)

(n=182)

(n=292)

(n=478)

(n=726)
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＜全体傾向＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

85%

83%

81%

47%

20%

16%

13%

8%

13%

14%

11%

35%

42%

21%

21%

18%

3%

3%

8%

17%

38%

63%

66%

74%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

海洋プラスチック問題 （プラスチックごみが

海洋汚染や生態系に影響を及ぼす問題）

気候変動

（長い期間でみた気候の変動や変化のこと）

電力自由化 （契約する電力会社を

自由に選ぶことができる制度）

緩和策 （地球温暖化の原因とされる

温室効果ガス排出量を削減する取り組み）

適応策 （気候変動の影響や被害を

回避・軽減する取り組み）

SDGｓ （エス・ディー・ジーズ；より良い世界を目指すた
めの17の国際目標のこと）
ＦＩＴ （フィット；再生可能エネルギーの

固定価格買取制度）

ＺＥＨ （ゼッチ；使うエネルギーより創る

エネルギーの方が多い住宅）

有効回答者数に占める割合

知っている 内容はわからないが聞いたことはある 知らない

(n=949) 

(n=941) 

(n=952) 

(n=947) 

(n=944) 

(n=943) 

(n=943) 

(n=945) 

【設問７】あなたは環境に関する以下の言葉を知っていますか。 

（項目ごとに○印を１つ付けてください） 

 「海洋プラスチック問題」「気候変動」「電力自由化」については認知度が高く、80％以上の市民が

知っていると回答した。 

 一方で「適応策」「SDGｓ」「FIT」「ZEH」については半数以上の市民が「知らない」と回答している。 
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＜全体傾向＞ 

 

 

 

 

 

 

 

  

91%

59%

34%

26%

21%

15%

8%

3%

1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

新聞、雑誌、書籍、テレビ番組、ラジオ番組

インターネット（各種ホームページを含む）、

SNS（ソーシャルネットワークサービス）

家族や友人、知人

官公庁（自治体）の広報誌やパンフレット

企業の広告やパンフレット

学校等の授業や仕事を通じて

ＰＴＡや自治会などの地域活動、

ボランティアなどの社会活動

シンポジウム、講演会、市民大学、イベント

その他

有効回答者数（n=956）に占める割合

【設問８】あなたは環境の情報をどこから得ていますか。 

（あてはまるものすべてに○印を付けてください） 

 「新聞、雑誌、書籍、テレビ番組、ラジオ番組」が 91％で最も多くなり、次いで「インターネット、SNS」

が 59％となった。 
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＜年齢別傾向＞ 

 

 

 

 

 

 

 

80%

86%

26%

9%

8%

27%

1%

90%

81%

33%

14%

15%

23%

5%

1%

2%

83%

71%

34%

18%

22%

17%

9%

3%

2%

97%

70%

37%

25%

22%

14%

7%

5%

1%

98%

47%

32%

32%

21%

7%

7%

2%

1%

97%

26%

34%

49%

29%

2%

14%

7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

新聞、雑誌、書籍、テレビ番組、ラジオ番組

インターネット、SNS

家族や友人、知人

官公庁（自治体）の広報誌やパンフレット

企業の広告やパンフレット

学校等の授業や仕事を通じて

ＰＴＡや自治会などの地域活動、ボランティアなど

の社会活動

シンポジウム、講演会、市民大学、イベント

その他

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

 全体傾向と同様に、どの年代でも「新聞、雑誌、書籍、テレビ番組、ラジオ番組」多い傾

向にあるが、20 代については「インターネット、SNS」の割合の方が高く、年代が若くなる

につれてインターネットによる情報提供の有用性が高いことが伺える。 

 70 歳以上の方は他の年代と比べて、「官公庁の広報誌やパンフレット」「企業の広告やパン

フレット」「PTA や自治会などの地域活動、ボランティアなどの社会活動」の割合が高い傾

向にある。 

(n=91) 

(n=113) 

(n=142) 

(n=155) 

(n=193) 

(n=195) 
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＜全体傾向＞ 

 

 

 

 

 

 

 

＜その他の意見の例＞ 

 

 

 

 

 

 

 

44%

43%

13%

12%

9%

4%

4%

2%

18%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

省エネ給湯器（エコキュート、エコジョーズ等）

窓の断熱化、住宅の高断熱化・高気密化

太陽光発電システム

電気自動車、プラグインハイブリッド自動車、

燃料電池自動車

蓄電池

太陽熱温水器、太陽熱利用システム

家庭用燃料電池コージェネレーションシステム

（エネファーム）

家庭用エネルギー管理システム

（HEMS；ヘムズ）

その他

有効回答者数（n=592）に占める割合

【設問９】環境に配慮した設備について、あなたのお住まいで使用・導入しているものをお選び 

ください。（あてはまるものすべてに○印を付けてください） 

 「省エネ給湯器」、「窓の断熱化、住宅の高断熱化・高気密化」については 40％以上の市民が使

用・導入している。 

 一方で「蓄電池」、「太陽熱温水器、太陽熱利用システム」、「家庭用燃料電池コージェネレーショ

ンシステム」、「家庭用エネルギー管理システム」については導入している割合が１割に満たない。 

・遮熱塗料          ・生ごみ処理機  

・経済的な理由で導入できない ・アパート、市営住宅の為導入ができない 

・家が古く導入できない    ・特に使用、導入はしていない 



‐ 16‐ 

■より良い環境をつくるために求めることについて 

 

 

＜全体傾向＞ 

 

 

 

 

 

 

 

  

43%

36%

29%

26%

20%

19%

10%

8%

1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

みどりが豊かで、水辺や里山などの

自然を身近に感じることのできるまち

大気汚染、騒音、振動などの環境問題

のない、健康で安全に暮らせるまち

今の環境を改善しつつ、後世にも引き継ぐことのでき

る持続可能なまち

横須賀独自の歴史や伝統・

文化を大切にするまち

環境にやさしいくらしが定着したまち

３R（リユース・リデュース・リサイクル）の
取り組みが進んだ省資源でクリーンなまち

太陽光や風力等の環境負荷の少ない

エネルギーが活用されたエコなまち

幅広い世代が環境について知る・

考えることのできるまち

その他

有効回答者数（n=933）に占める割合

【設問 10】横須賀市の「将来の環境」について、どのような姿が望ましいと思いますか。（２つまで） 

 「みどりが豊かで、水辺や里山などの自然を身近に感じることのできるまち」が最も多く 43％の市民

が望ましい将来の環境として捉えている。 

 次いで、「大気汚染、騒音、振動などの環境問題のない、健康で安全に暮らせるまち」が 36％、

「今の環境を改善しつつ、後世にも引き継ぐことのできる持続可能なまち」が 29％と続く。 
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＜全体傾向＞ 

 

 

 

 

 

  

56%

25%

25%

21%

19%

16%

10%

7%

7%

2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

森林や自然海岸などの自然環境の保全を進めること

太陽光や風力等の環境負荷の少ない

エネルギーの利用を進めていくこと

廃棄物を有効利用するための施策

（堆肥化、バイオマス発電への活用等）を進めること

リユース、リデュース、リサイクルを

促進するための施策の推進

自然とふれあえる環境教育や環境学習の場や

機会を充実させること

市民や事業者と協力して、環境保全活動ができる

体制を整えること

生物多様性の保全と外来生物の対策を進めること

電気自動車やプラグインハイブリッド自動車など、

低公害車の普及を進めること

環境に関する広報活動やイベントなどを実施

していくこと

その他

有効回答者数（n=936）に占める割合

【設問 11】横須賀市の環境をより良いものにするために、市が重点的に取り組むべきことは何だと考

えますか。（２つまで） 

 「森林や自然海岸などの自然環境の保全を進めること」が 56％で最も高く、他の項目の２倍以上と

いう結果となった。 
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＜全体傾向＞ 

 

 

 

 

40%

40%

38%

25%

21%

12%

5%

3%

2%

5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

省エネ・再エネに関する具体的な取り組みや

工夫など、暮らしに役立つ情報

市内の大気や水質、騒音の状況など、

生活環境に関する情報

市内のごみ焼却量や再資源化、

リサイクルの状況などに関する情報

地球温暖化等による気候変動に対応していくための

「適応策」に関する情報

市内に生息する動植物や、自然環境などに

関する情報

地球温暖化問題など、地球環境問題に関する情報

市内で環境保全活動をしている市民団体やＮＰＯ等

に関する情報

環境に関する講演会やイベント等の開催

に関する情報

その他

特になし

有効回答者数（n=899）に占める割合

【設問 12】市から提供・発信してほしい環境についての情報は何ですか。（２つまで） 

 「省エネ・再エネに関する具体的な取組や工夫など、暮らしに役立つ情報」、「市内の大気や水

質、騒音の状況など、生活環境に関する情報」、「市内のごみ焼却量や再資源化、リサイクルの状

況などに関する情報」が約 40％となっている。 
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■市と協働した環境活動について 

 

 

 

＜全体傾向＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

積極的に参加・

協力したい
4%

できれば（できる範囲で）

参加・協力したい
66%

あまり参加・協力

したくない
22%

参加・協力

したくない
5%

その他
3%

n=936

【設問 13】市が市民の方々と一緒に行う環境活動（清掃活動など）に参加・協力したいと思いますか。

（１つのみ） 

 「積極的に参加・協力したい」、「できれば参加・協力したい」が 70％で、多くの市民が協働による環

境活動への参加に意欲的である。 
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＜全体傾向＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ごみ拾いなどの市民

活動に参加する
59%

市役所や事業者と協働で環

境保全の取り組みを行う
21%

経済的な面（市民活動に対

する寄付や環境税など）で

環境保全施策を支援する
10%

特になし
8%

その他
2%

n=648

【設問 14】設問 13 で「ア．積極的に参加・協力したい」、「イ．できれば（できる範囲で）参加・協力した

い」と答えた方にお尋ねします。どのような形で参加したいと思いますか。（１つのみ） 

 「ごみ拾いなどの市民活動に参加する」が 59％で最も大きな割合を占めている。 
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＜全体傾向＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

42%

41%

31%

21%

13%

12%

6%

6%

2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市民、市民団体、事業者、学校、地域、市が連携して

環境活動を行う体制づくりを進めること

環境に関する様々な情報提供を広く行うこと

環境活動に助成を行うこと

環境活動に参加する場と機会を充実させること

オンラインによる参加等、場所に縛られることなく参加

できる体制づくり

市民、市民団体、事業者の環境活動を紹介する場やこ

れらの活動に参加する機会を設けること

環境をテーマにした展示会等のイベントを開催すること

環境活動に関する相談窓口を充実させること

その他

有効回答者数（n=882）に占める割合

【設問 15】今後、環境活動を支援していくために市が行うべきことは何だと考えますか。（２つまで） 

 「市民、市民団体、事業者、学校、地域、市が連携して環境活動を行う体制づくりを進めること」が

42％で最も大きな割合を占めている。次いで「環境に関する様々な情報提供を広く行うこと」が

41％となっている。 
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※同様の趣旨のご意見は集約しています。 

自然環境・みどりについて（25 件） 

 ・横須賀市はきれいな海、山、川がある。 

・横須賀には緑の豊かな地域があったが、昔に比べて宅地化、森林伐採、海の埋め立て等により、

緑が少なくなってきていると思う。 

・子供のころの豊かな自然が続いてくれることを願う。 

・自然豊かな今の環境をできる限り、残していってほしい。 

・環境、自然に良い街づくりをして頂きたい。 

・公園や街の花壇について雑草が多く手入れされていない。植栽の管理をして欲しい。 

・山々の樹木について市や地主に管理をしっかりしていただきたい。 

・個人での里山保全には限界があり、経済的かつ人的な支援が必要だと感じる。 

・緑豊かで広い公園がもっとあるといい。近隣に自然豊かな公園が欲しい。 

・公園等が利用しやすいように整備して欲しい。みんなが使いたくなるような場所を作って欲しい。 

・人と動物が共存できるやさしい街になるように公園の環境などを整えてほしい。 

・市民や近隣の市の人々が公園や施設を活用することで、自然が潤うのではと考える。 

・自然破壊を伴う不動産開発の許可をなるべくしないようにして欲しい。 

・自然保護をお願いしたい。 

・緑を大事に住みやすい街になるといいと思う。 

・横須賀の気温は東京に比べ夏は１℃低く、冬は１℃暖かい。市のアピール項目だと思う。 

・誰もが自然に触れ合える、優しい環境作りを進めることができたらと思う。 

水辺環境について（11 件） 

 ・昔は海がとても汚かったが今は美しくなった。今後も美しくしていきたい。 

・自然の海岸線を残して欲しい。 

・平作川は鯉がたくさんいて水もきれいなので水辺に近づけるように整備していただきたい。 

・海に囲まれている環境を活かし、もっと釣りができる環境を増やして欲しい。 

・海の活動やアピールポイントが多い横須賀市だと思うので、海のゴミの回収及び環境保全に力を

入れていただきたい。 

・今後も川や海等の水質汚染の原因究明や、保全に市が取り組んでいただくことが重要と考える。 

・横須賀の全ての川と海の水質調査をして、改善した結果を世界に発信して欲しい。 

・海の汚れが気になる。特に台風のあとはひどい。 

・川の臭いや水の汚さが目立つ。 

【自由記載欄】このアンケートや市への環境に関するご意見などがありましたら、ご記入ください。 

【回答 263 人、無回答 702 人】 
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・海辺にゴミが散乱している。 自分も清掃活動に参加し協力したい。 

・海岸沿いにごみが浮いているのが目立つ。横須賀市民だけではなく、観光に来た人たちにも汚い

と思われているのではないか。 

生物多様性について（２件) 

 ・山を崩して宅地化する事で緑が減少し、生物に影響を与えている。横須賀市の良さである豊かな

自然を残していって欲しい。 

・貴重な植物が盗まれたり、違法放棄されたりすることで自然がダメージを受けている。 

自然災害について（６件） 

 ・近年、大雨が頻発しているので、森林伐採によるがけ崩れの増加によって三浦半島の地形が変わ

るのでないかと危惧している。 

・がけ崩れや土砂崩れしそうな古い道をよくしてほしい。 

・台風で波が道路まで浸食し、海からの砂を運んできて道路が通行止めになったので、防波をもっ

と考えてほしい。 

・崖崩れ、山崩れが起きないように斜面の整備を行ってほしい。道幅が狭く緊急車両が通れない場

所は道幅も広くして災害や緊急時に車が通れるようにしてほしい。 

・台風や嵐が来るたびに海岸の修理・補強をしている。もっとしっかりした修復は出来ないのか。 

・気候変動が加速する現在、自然災害を予測不能となる気がするので、どの様な予測をして取り組

むべきか考える必要が有ると思う。 

生活環境について（48 件） 

 ・自動車の交通量が多く、緑の多い市の割に空気がキレイと感じられない。 

・公園での喫煙者が多く子どもを遊ばせられる環境ではない。 

・バイクの騒音について取り締まりを強化してほしい。 

・ヘリコプター・航空機の騒音に対して対策に取り組んでほしい。 

・横須賀中央の一本裏の通りの臭いがひどい。 

・食品を作っている会社の臭いがきつく困っている。巡回指導して欲しい。 

・６月～８月に発生している異臭に関して、専門家等による調査及び結果の公表をして欲しい。 

・市街地の整備・清掃・手入れが不足している。 

・京急横須賀中央駅周辺の道がとても汚い。道をきれいにしてほしい。 

・商店街等の通りは各店舗の人達が清掃を心がければきれいになると思う。 

・住宅地の路上駐車により道路の清掃がしづらいので取り締まってほしい。 

・海岸へのバーベキューゴミの放置や、犬のフンの放置などを禁止する条例を制定してほしい。 

・路上喫煙を厳しく取り締まってほしい。歩きタバコの人やタバコのポイ捨てが多い。 

・放置自転車や路上喫煙、不法投棄を厳しくチェックして欲しい。 

・公共のトイレがいつも清潔に保たれるよう指導してほしい。 

・自然の緑を守るためにも空き家を整理し宅地として再活用して欲しい。 
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地球温暖化対策について（11 件） 

 ・道路に路肩がないため、自転車専用レーンが整備されれば自転車の利用が促進されると思う。 

・横須賀市の観光資源を有効に活かし地域を活性化させる。環境を保全する観点で自転車の走行

環境を整備してはどうか。 

・道路に速度制限標識がない箇所があるため、排ガス・安全対策のために対応をお願いしたい。 

・免許を返納する人が増え、買い物難民となるので、１日数回でも駅周辺行きのバスがあれば助か

る。 

・今年も猛暑になりアスファルトの道路からの照り返しも気温を上げている。保水性の高い道路の 

導入について検討して欲しい。 

・電気自動車は、生産時に火力発電を使用するので温暖化対策にはならないのではないか。 

・ハイブリッドカーは地球に優しいのかもしれないが、音が無く、狭い道などで後ろから走ってきて 

いるのに気づかず怖い思いをした。 

・地球温暖化問題は、世界各国レベルの問題だと思う。市独自の取り組みは大変かと思うが、小さ

なことからでも出来ることを始められれば良いと思う。 

・小さな孫たちが大人になる頃に地球が今より悪くならないように努力したい。 

・エコな電化製品を選びたいが、安いものを選んでしまう。 

エネルギー対策について（17 件） 

 ・久里浜の石炭火力発電は地球温暖化の観点から反対。環境への影響を具体的に多方面から 

わかりやすく示していただきたい。 

・石炭火力発電ではなく市の豊かな自然による再生可能エネルギーを進めるべき。 

・より二酸化炭素排出量の少ない火力発電に取り組むなどして欲しい。 

・久里浜火力発電所建設には基本的には反対だが、中止にできないと思うので、出来る限り排煙 

はクリーンであって欲しい。 

・太陽光発電を設置したいが費用が出せない。 

・太陽光発電、風力発電は導入すべきではないと考える。 

・電気の無駄遣いを企業にやめさせる指導をしてほしい。 

・太陽光、風力などは地元に住む人の健康に影響を与えるケースもある。そういったケースの情報 

収集、発信をして欲しい。 

廃棄物（ごみ）について（41 件） 

 ・ゴミ収集の方へ感謝している。 

・ゴミの分別など家でできることはこれからも取り組んでいく。 

・ごみ拾いイベントや環境改善のイベントなどあったら盛り上がるのではないか。 

・大楠山までの登山道に廃棄ゴミがある。市内だけでなく遊歩道の清掃活動も企画して欲しい。 

・ポイ捨てについて市が先頭に立ち、市民を啓蒙していただきたい。 

・ゴミなどの資源の再利用をもっと知りたいので、広報などにもっと掲載して欲しい。 
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・エコ容器の開発変換について市から企業への喚起をお願いしたい。 

・カラス対策として夜中にゴミ収集を行って欲しい。 

・街をきれいにするため、ゴミを捨てない事をもっとアピールすることも大切だと思う。 

・ゴミ箱を全体的に増やして欲しい。 

・廃油のリサイクルを行っている所を積極的に紹介してほしい。 

・食事を残さず食べる、物は長く使えるものを買うということが大事だと分かっているが、なかなか 

できない。 

・ポイ捨てがない自治体日本一を目標にしてはどうか。市民で目標とする取り組みがあれば環境に 

対する関心が高まるのではないか。 

・ゴミの収集時間が早すぎる。 

・ゴミの分別を少なくするシステムづくりを検討して欲しい。 

・高齢者が多い町内ではカゴの管理が大変になってきている。折り畳み式だが重くてたためない。  

・ゴミ収集日を増やして欲しい。 

・ゴミ捨て場がカラスに荒らされるので改善して欲しい。ボックス型のゴミ回収場にしてはどうか。 

・ゴミの焼却システムをアップデートし、分別を厳密にする必要のない環境を整えてはどうか。 

・ゴミのポイ捨てに対して罰則を与える条例を作るべきではないか。定期的に見回って欲しい。 

・不法投棄について防犯カメラ等で犯人を突き止め厳罰する法令を実施して欲しい。 

・分別への強制力が非常に弱いので、他の自治体を参考にして取り組んで欲しい。 

・タバコのポイ捨てや公共の場での喫煙の取り締まりを強化して欲しい。 

・プラスチックごみを増やさない為に極力プラスチック製の物を使用しない工夫をするべき。 

無駄な包装が多すぎる。 

・レジ袋が有料化されたが、レジ袋を大量にまとめ買いをする人も多い。 

・プラスチックごみの大部分を占めるペットボトルの対策をしないと環境汚染は進む一方だと思う。 

情報発信等について（21 件） 

 ・横須賀市のあらゆる達成目標と、現在の状況をわかりやすくまとめて報告して欲しい。 

現状と目標を知りたいと HP や SNS 等を拝見したが見つけられなかった。 

・環境について、市がどのように取り組んでいるのか見えてこない。市が既に取り組んでいることも 

あると思うので、そういった情報をわかるように知らせてほしい。 

・市の環境に対する考えを市民に公開し、賛同を得られたら、実行してほしい。 

・日々の生活に追われ、環境に関して考える機会や改善しようという気持ちが生まれないので 

市民に有効なこと等を積極的に発信いただけると市の環境に関心がもてる。 

・市民の一人一人が出来る事、やるべきこと、環境活動に参加する機会、の発信を、もっと積極的に 

行ってほしい。 

・気持ちはあるが、何をしたらいいかわからない人が多いと思う。 

・ゴミ拾いなどの活動があるのなら参加したいと思った。そういった情報はどこで手に入れるのか知り
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たい。 

・学校、企業、市役所の職員などと連携してできる取り組みがあれば、参加してみたい。 

・環境問題について、もっと興味を持っていこうと思う。 

・環境問題は個々人の行動の積み重ねが重要であり、行政には市民の意識付けをお願いしたい。 

・環境問題については世界的にとても深刻な状況だと感じている。人間だけの地球ではないことを 

みんなで理解し取り組むことが大切だと思うので、 積極的に活動に参加したい。  

・市民の将来の子供たちに問題を残さないという意識を持ってもらうことが大事。 

その他 

 ・エコ対策も大事だが、暮らしを便利にする対策もお願いしたい。 

・若者を増やす企業誘致をしっかりした上で、自然との共存を考えてほしい。 

・横須賀から百貨店がなくなると、買い物に横浜まで車で行くことになるので、環境に良くないので 

はないか。 

・近所に商店街、小売店が無くなってしまい、車が必要な場所に商業施設が集中しており、渋滞な 

どの問題が起こっている。 

・環境問題は横須賀市のみの問題ではないので、できるだけ広域で連携して取り組むべき課題で 

ある。実効性のある連携が組まれることを望む。 

・大勢の人が市の美しい自然に触れるために遊びに来る。市の自然の魅力と共に環境保全 

の大切さを感じていただけたらいい。 

・環境活動助成における基金づくりとして、観光も焦点の一つとしてよいと思う 
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（４）市民アンケート調査票 
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